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大
型
連
休
の

間
、
空
港
や
高

速
道
路
の
混
雑

は
例
年
の
こ
と

だ
が
、
街
中
は
静
か
だ
っ

た
。
だ
が
、
よ
く
観
察
す
る

と
街
の
様
相
に
は
変
化
が
あ

っ
た
。
特
に
早
朝
、
カ
ラ
ス

が
増
殖
し
て
ゴ
ミ
を
荒
ら
し

て
い
た
の
だ
。

　

か
つ
て
街
を
支
配
し
て
い

た
鳩
は
ど
う
な
っ
た
の
か
と

心
配
し
て
い
た
ら
、
歩
道
橋

の
上
な
ど
に
領
土
を
変
更
し

て
い
た
。

　

人
間
社
会
に
も
変
化
の
兆

し
が
見
え
隠
れ
す
る
。
二
大

政
党
の
政
権
交
代
で
安
定
し

て
い
た
Ｕ
Ｋ
の
調
子
が
お
か

し
い
。
総
選
挙
で
少
数
野
党

が
勢
力
を
伸
ば
し
た
の
だ
。

そ
の
野
党
た
る
や
ス
コ
ッ
ト

ラ
ン
ド
独
立
を
支
持
し
た

り
、
Ｅ
Ｕ
離
脱
を
主
張
し
た

り
、
政
権
与
党
か
ら
は
嫌
な

存
在
で
あ
る
。

　

二
度
の
対
戦
で
原
爆
級
の

打
撃
を
受
け
、
そ
の
教
訓
か

ら
練
り
上
げ
た
Ｅ
Ｕ
が
危
機

に
さ
ら
さ
れ
た
ら
、
極
東
の

日
本
か
ら
も
希
望
の
燈
が
消

え
そ
う
な
思
い
に
な
る
。

　

植
民
地
政
策
と
経
済
至
上

か
ら
移
民
が
増
加
し
た
の
も

小
数
野
党
の
攻
撃
目
標
に
さ

れ
て
い
る
ら
し
い
。
歴
史
は

後
戻
り
で
き
な
い
。
教
訓
を

汲
み
取
る
だ
け
で
あ
る
。

今日の数字

3908億円
　今年度の社会保障予算削減
額。増税の裏で小泉政権時の
「2200億円」を上回る負担増。

次
期
改
定
へ
医
療
費
拡
大
を

理
事
長
に
小
澤
力
氏
を
再
任

医
療
保
険
制
度
改
悪
阻
止
、安
保
法
制
撤
回
を
決
議

第51回通常評議員会第51回通常評議員会

医療改悪法案ストップへ
参院審議で緊急要請

第３回
理事会

　

協
会
は
第
51
回
通
常
評
議
員
会
を
16
日
、
Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
で
開
い
た
。
次

期
診
療
報
酬
改
定
で
の
大
幅
な
引
き
上
げ
や
患
者
窓
口
負
担
の
軽
減
、
憲
法

の
理
念
に
基
づ
い
た
平
和
を
守
る
運
動
の
推
進
な
ど
を
掲
げ
た
２
０
１
５
・

16
年
度
活
動
方
針
案
や
、
15
年
度
予
算
案
、
14
年
度
決
算
案
、
理
事
・
監
事

の
選
出
な
ど
、
す
べ
て
の
議
案
を
可
決
・
承
認
し
た
。
安
倍
政
権
が
進
め
る

医
療
保
険
制
度
改
悪
法
案
と
安
全
保
障
関
連
法
案
に
反
対
す
る
決
議
を
採
択

し
た
。

 

（
次
号
に
評
議
員
会
で
選
出
し
た
理
事
・
監
事
と
決
議
を
掲
載
）

　

協
会
は
５
月
16
日
に
開
い

た
第
51
回
通
常
評
議
員
会
で

各
氏
を
選
出
し
た
。
い
ず
れ

も
再
任
。

２
０
１
５
・
16
年
度
の
理
事

・
監
事
を
選
出
し
た
。
評
議

員
会
後
に
開
い
た
第
３
回
理

事
会
で
理
事
長
に
小
澤
力
氏

を
選
出
、
再
任
し
た
。
副
理

事
長
に
下
井
戸
昭
介
、
辻
本

勝
、
戸
井
逸
美
、
冨
本
昌

之
、
三
井
泰
正
、
吉
田
裕
志

療
調
査
や
歯
科
技
工
士
ア
ン

ケ
ー
ト
で
歯
科
医
療
現
場
の

実
態
を
明
ら
か
に
し
た
こ
と

な
ど
を
報
告
。
方
針
と
し

て
、
医
院
経
営
と
国
民
医
療

を
守
る
た
め
に
、
医
療
費
総

枠
の
拡
大
や
窓
口
負
担
の
軽

減
に
力
を
尽
く
す
こ
と
を
強

調
し
た
。
ま
た
、
大
阪
市
の

廃
止
に
反
対
す
る
と
共
に
、

憲
法
の
理
念
に
基
づ
い
て
平

和
を
守
る
取
り
組
み
を
進
め

る
と
し
た
。

　

２
号
議
案
「
14
年
度
決
算

報
告
案
」、
３
号
議
案
「
収

支
差
額
処
理
案
」、
４
号
議

案
「
15
年
度
予
算
案
」
を
説

明
し
た
三
井
泰
正
副
理
事
長

は
、
会
費
・
入
会
金
収
入
が

目
標
を
上
回
っ
た
こ
と
を
報

　

小
澤
力
理
事
長
は
あ
い
さ

つ
で
、
政
府
の
社
会
保
障
費

削
減
路
線
や
「
戦
争
す
る
国

づ
く
り
」
に
言
及
し
、「
日

本
の
針
路
に
と
っ
て
極
め
て

重
要
な
１
年
に
な
る
」
と
指

摘
。「
平
和
と
国
民
生
活
の

安
定
な
く
し
て
歯
科
医
療
は

成
り
立
た
な
い
。
協
会
運
動

へ
の
い
っ
そ
う
の
協
力
を
お

願
い
し
た
い
」
と
訴
え
た
。

　

１
号
議
案
「
情
勢
、
13
・

14
年
度
総
括
、
15
・
16
年
度

方
針
」
を
戸
井
逸
美
副
理
事

長
が
提
案
し
、
学
校
歯
科
治

告
し
た
。
そ
の
上
で
、
さ
ら

な
る
会
員
増
を
図
る
た
め
に

『
協
会
ガ
イ
ド
』
の
刷
新
費

用
を
予
算
計
上
し
た
こ
と
を

紹
介
。
総
会
に
向
け
て
予
算

を
増
額
す
る
と
共
に
、
昨
年

度
予
算
並
み
の
運
動
費
を
計

上
し
た
こ
と
を
説
明
し
た
。

　

５
号
議
案
「
理
事
・
監
事

選
出
」
で
貴
島
正
彦
副
理
事

長
は
理
事
24
人
、
監
事
２
人

（
い
ず
れ
も
再
任
）
を
提
案

し
た
。

　

１
号
議
案
に
つ
い
て
、

「
大
阪
市
廃
止
・
分
割
構
想

に
反
対
を
」（
梁
川
喜
舜
評

議
員
・
大
阪
市
南
部
地
区
／

美
島
達
平
評
議
員
・
同
北
部

地
区
）、「
子
ど
も
医
療
費
助

成
拡
充
の
運
動
を
強
化
す
べ

き
」（
南
唯
廣
評
議
員
・
北

河
内
地
区
）、「
歯
科
衛
生
士

法
改
定
へ
の
言
及
を
」（
福

西
啓
八
評
議
員
・
大
阪
市
西

部
地
区
）
と
の
意
見
・
要
望

が
あ
り
、
小
澤
理
事
長
が
答

弁
し
た
。

　

社
保
研
究
部
は
歯
科
外
来

診
療
環
境
体
制
加
算
の
施
設

基
準
に
対
応
し
た
研
修
会
を

９
日
、
Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
で
開

全
の
基
本
的
な
考
え
方
を
症

例
、
裁
判
の
判
決
事
例
、
ビ

デ
オ
な
ど
を
示
し
て
分
か
り

や
す
く
解
説
し
た
。

　

と
り
わ
け
、
歯
科
治
療
処

置
中
に
起
こ
る
気
分
不
良
の

原
因
と
な
る
血
管
迷
走
神
経

反
射
と
過
換
気
症
候
群
な
ど

に
つ
い
て
は
、
そ
の
場
に
遭

遇
し
た
場
合
、
ど
の
よ
う
に

対
応
す
る
の
か
、
医
院
の
ス

タ
ッ
フ
で
知
識
・
技
術
を
共

有
し
て
足
並
み
を
そ
ろ
え
て

日
々
研
修
す
る
こ
と
の
必
要

性
を
説
い
た
。

　

今
回
、
歯
科
衛
生
士
法
の

改
正
に
よ
っ
て
法
的
な
責
任

が
明
記
さ
れ
た
。
歯
科
衛
生

士
に
も
歯
石
除
去
、
薬
物
塗

布
時
で
の
医
療
事
故
に
お
い

て
も
賠
償
責
任
が
問
わ
れ
る

こ
と
に
な
る
。
エ
ラ
ー
の
発

生
を
少
な
く
す
る
組
織
づ
く

り
、
ス
タ
ッ
フ
の
研
修
が
必

要
で
あ
る
と
指
摘
し
た
。

　

今
後
、
病
診
連
携
、
訪
問

診
療
、
周
術
期
患
者
の
管
理

な
ど
、
有
病
者
へ
の
治
療
が

増
え
る
に
つ
れ
、
そ
れ
に
対

応
し
た
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
徹

底
と
医
院
の
安
全
管
理
シ
ス

テ
ム
の
構
築
が
い
っ
そ
う
重

要
で
あ
る
と
感
じ
た
講
習
会

だ
っ
た
。
終
了
後
、
全
受
講

者
に
修
了
証
を
発
行
し
た
。

（
住
之
江
区
・
吉
田
裕
志
）

い
込
み
た
い
」
と
そ
れ
ぞ
れ

語
っ
た
。
窓
口
負
担
軽
減
を

求
め
る
請
願
署
名
を
清
水
議

員
に
５
６
１
筆
、
神
谷
・
辰

巳
両
議
員
に
各
５
０
０
筆
を

託
し
た
。

　

午
後
に
は
国
会
前
で
ス
ピ

ー
チ
集
会
が
開
か
れ
、
２
０

０
人
が
参
加
。
戸
井
逸
美
副

理
事
長
が
「
安
倍
政
権
は
社

会
保
障
大
改
悪
で
治
療
に
通

え
な
い
患
者
を
さ
ら
に
苦
し

め
て
い
る
。
こ
ん
な
政
治
は

絶
対
に
許
せ
な
い
」
と
訴
え

た
。

（
２
面
に
要
請
議
員
一
覧
）

を
示
し
、「
こ
れ
以
上
負
担

が
増
え
れ
ば
、
歯
科
に
か
か

れ
な
く
な
る
。
絶
対
に
反
対

し
て
ほ
し
い
」
と
訴
え
た
。

　

面
談
に
応
じ
た
神
谷
昇
衆

院
議
員
（
自
民
）
は
「
生
活

保
護
を
受
け
ら
れ
な
い
人
の

中
に
困
窮
者
が
い
る
の
か
も

し
れ
な
い
」、
清
水
忠
史
衆

院
議
員
（
共
産
）
は
「
国
会

の
外
で
は
患
者
負
担
増
反
対

が
圧
倒
的
多
数
。
同
法
案
の

撤
回
へ
全
力
を
尽
く
す
」、

辰
巳
孝
太
郎
参
院
議
員

（
同
）
は
「
医
療
の
大
改
悪

を
一
括
で
提
案
す
る
こ
と
に

憤
り
を
覚
え
る
。
廃
案
に
追

　

参
議
院
で
医
療
保
険
制
度

改
悪
関
連
法
案
が
審
議
入
り

し
た
13
日
、
協
会
は
理
事
・

役
員
４
人
と
事
務
局
員
が
大

阪
選
出
の
参
院
議
員
に
同
法

案
の
徹
底
審
議
と
廃
案
を
訴

え
た
。
面
談
し
た
清
水
忠
史

衆
院
議
員
（
共
産
）
に
窓
口

負
担
軽
減
を
求
め
る
請
願
署

名
６
０
０
筆
を
託
し
た
。

　

同
法
案
に
は
、
▽
保
険
料

引
き
上
げ
▽
入
院
時
食
事
代

の
自
己
負
担
増
▽
混
合
診
療

と
な
る
「
患
者
申
し
出
療

養
」
の
創
設
―
―
な
ど
国
民

皆
保
険
制
度
の
根
幹
を
揺
る

が
す
メ
ニ
ュ
ー
が
並
ん
で
い

る
。

　

協
会
の
メ
ン

バ
ー
は
参
院
本

会
議
を
傍
聴
。

野
党
議
員
か
ら

同
法
案
の
悪
影

響
を
指
摘
す
る

声
が
出
さ
れ
た

だ
け
で
な
く
、

与
党
議
員
か
ら

も
「
入
院
時
食

オ
ス
プ
レ
イ
購
入
な
ど
に
３

６
０
０
億
円
の
支
出
を
示
唆

し
て
い
る
こ
と
を
強
調
。

「
国
民
で
は
な
く
、
米
国
の

顔
色
を
う
か
が
う
政
治
に
な

っ
て
い
る
」
と
批
判
し
た
。

貧
困
調
査
示
し

法
案
撤
回
迫
る

　

４
月
16
日
に
は
理
事
・
役

員
・
事
務
局
員
ら
合
わ
せ
て

17
人
が
国
会
へ
駆
け
つ
け
、

同
法
案
の
廃
案
を
地
元
国
会

議
員
へ
迫
っ
た
。
昨
年
実
施

し
た
貧
困
調
査
で
９
割
の
歯

科
医
院
で
治
療
未
完
了
患
者

の
存
在
が
確
認
さ
れ
た
こ
と

る
の
か
」
と
同
法
案
へ
の
怒

り
の
声
や
成
立
阻
止
を
訴
え

る
発
言
が
相
次
い
だ
。

　

清
水
議
員
は
、
今
年
度
予

算
で
社
会
保
障
費
３
９
０
０

億
円
を
削
減
す
る
一
方
で
、

事
代
の
負
担
増
は
受
診
抑
制

に
つ
な
が
る
」
と
の
意
見
が

出
さ
れ
た
。

　

国
会
内
集
会
で
は
、「
年

金
は
下
が
り
、
保
険
料
は
上

が
る
。
ど
う
や
っ
て
生
活
す

い
た
。
会
員
１

０
７
人
が
参
加

し
、
講
師
を
務

め
た
足
立
了
平

氏
（
神
戸
常
盤

大
学
短
期
大
学

教
授
）
の
話
に

耳
を
傾
け
た
。

　

歯
科
治
療
時

の
偶
発
症
に
対

す
る
緊
急
時
の

対
応
や
医
療
事

故
、
感
染
症
の

対
応
、
医
療
安

（
宇
治
田
竜
一
評
議
員
・
大

阪
市
東
部
地
区
）
と
の
質
問

が
あ
り
、
三
井
副
理
事
長
が

答
弁
し
た
。

　

１
号
議
案
は
指
摘
部
分
を

修
正
の
上
、
賛
成
多
数
で
可

決
。
２
〜
５
号
議
案
は
全
員

　

４
号
議
案
に
対
し
、「
国

会
要
請
行
動
の
参
加
を
一
般

会
員
に
も
呼
び
か
け
て
は
」

（
平
野
権
栄
評
議
員
・
堺
・

高
石
・
和
泉
地
区
）、「
会
議

資
料
の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
の

効
果
を
教
え
て
ほ
し
い
」

一
致
で
そ
れ
ぞ
れ
可
決
し

た
。

　

最
後
に
、
政
府
が
進
め
る

安
全
保
障
関
連
法
案
と
医
療

保
険
制
度
改
悪
法
案
に
反
対

す
る
決
議
を
採
択
し
た
。

外
来
環
研
修
会
に
１
０
７
人

受
講
者
に
施
設
基
準
の
修
了
証
発
行
社保研究部

外来環の施設基準の届出に対応した研修会
＝９日、Ｍ＆Ｄホール　　　　　　　　　

清水忠史議員との懇談＝13日、
国会議員会館 　　　　　　　


